
平成 27 年度 事 業 報 告 書  （56 期） 

 

 

１．展覧会の開催 

 

（1）開催行事名、主催者名、後援･協賛者名、期日・場所等 

 

開催行事名：復興支援日本南画院選抜気仙沼展 

主 催 者：公益社団法人日本南画院 

後 援：気仙沼市、気仙沼市議会、気仙沼市教育委員会 

        リアス・アーク美術館、市文化協会  他 

期 日：平成 27 年 11 月 14 日～11 月 23 日 

場 所：リアス・ア－ク美術館 

 

開催行事名：第 56 回日本南画院展 

主 催 者：公益社団法人日本南画院 

後 援：文化庁、東京都、読売新聞東京本社、日本テレビ放送網 

期 日：平成 28 年 3 月 16 日～3 月 28 日 

場 所：国立新美術館 

 

開催行事名：第 56 回日本南画院展 

主 催 者：公益社団法人日本南画院 

後 援：文化庁、京都府、京都市、各教育委員会、 

京都新聞、読売新聞社、読売テレビ 

期 日：平成 28 年 4 月 19 日～4 月 24 日 

場 所：京都市美術館 

 

開催行事名：第 56 回日本南画院展 

主 催 者：公益社団法人日本南画院 

後 援：文化庁、大阪府、大阪市、各教育委員会、 

読売新聞社、読売テレビ 

期 日：平成 28 年 4 月 26 日～5 月 1 日 

場 所：大阪市立美術館地下展覧会室 

 

開催行事名：第 7 回日本南画院選抜秋季展 

主 催 者：公益社団法人日本南画院 

後 援：京都府、京都市、京都新聞、読売新聞社京都総局 



期 日：平成 28 年 8 月 23 日～8 月 28 日 

場 所：京都市美術館 

 

（２）展覧会実施結果の概要 （入場者数、出品者数、入選者数） 

 

（復興支援）日本南画院選抜気仙沼展 於リアス・アーク美術館（宮城県気仙沼市） 

平成 27 年 11 月 14 日～11 月 23 日 

 

入場者数 １，４４６人（８日間）  

出品者数 物故作家 ５点  選抜作家 ５５人 ５５点（各２０号） 

 

第 56 回日本南画院展 東京展 於国立新美術館 

平成 28 年 3 月 16 日～3 月 28 日 

 

入場者数 １１，７５６人 

出品者数 ２５２人 ２５２点 

入選者数 ６７７人 

 

第 56 回日本南画院展 京都展 於京都市美術館 

平成 28 年 4 月 19 日～4 月 24 日 

 

入場者数  ７，５７０人 

出品者数 ３４０人 ３４０点 

入選者数 ６７７人 

 

第 56 回日本南画院展 大阪展 於大阪市立美術館展覧会室 

平成 28 年 4 月 26 日～5 月 1 日 

 

入場者数 ６，９６６人 

出品者数 ３９６人 ３９６点 

入選者数 ６７７人 

 

第７回日本南画院選抜秋季展 於京都市美術館 

平成 28 年 8 月 23 日～8 月 28 日 



 

入場者数 ３，１１７人  

出品者数 １６４人 １６４点（各５０号） 

 

２．南画の研究、創作の奨励 

 

日本南画院会員が主催する展覧会(研究会)を後援し、活動を促し、新たなる創造，創作

の奨励を行う。 

当年度の主な創作研究活動（平成 28 年度）は、 

 

春風（京都） OPT GALLERY 5 月 6 日～11 日 

宝塚墨彩画壇（兵庫） 宝塚市立国際文化ｾﾝﾀｰ 6 月 2 日～7 日 

創の会(京都) 京都府立文化芸術会館 6 月 7 日～12 日 

関西水墨画会（大阪） エル・おおさか 6 月 10 日～15 日 

悠心会（京都） 京都市美術館 6 月 14 日～19 日 

杏萠社（大阪） エル・おおさか 6 月 24 日～29 日 

月居会（大阪） ﾘｰｶﾞﾛｲﾔﾙｷﾞｬﾗﾘｰ 7 月 12 日～17 日 

青玲社(大阪) 京阪百貨店守口店 7 月 14 日～19 日 

現代南画協会（大阪） 大阪市立美術館 9 月 6 日～11 日 

蒼林社（京都） 京都府立文化芸術会館 9 月 13 日～18 日 

其の他 
  

 

３． 南画の指導及び南画家の育成 

 

講座を設けての直接的指導並びに要請を受けての講演、又、当院に所属する研究グループ、

各塾等に於いて創作活動の場を以って水墨南画作家としての育成を図る。 

 ・（京都支部）研究会的存在の蒼林社を通じて活動。 

 ・5 月 28 日 守口市教育委員会からの要請を受け、守口市生涯学習情報センター大講堂に 

         於いて「現代南画・日本南画の世界」と題し、会長町田泰宣先生が特別講演。 

 

４．機関誌の刊行 

 

平成 28 年 9 月 30 日、第 23 号の日本南画院報を発行。 

編集長 金澤 徹、編集委員 綾 佳子  他 



Ｂ5 版 36 ページ。 

 

５．南画の海外への紹介 

 

国際文化交流の一貫としての日中美術交流合同展は隔年（平成 27 年 8 月 日本・京都

展）を経て、次年度第 10 回展（中国・北京）を開催予定。 

 

６．その他この法人の目的を達成する為の事業 

 

 町田泰宣会長と潮見冲天理事長が総合水墨展（六本木美術館）の審査員を務め

る。 

 堀江春美副理事長が日中交流水墨画公募展（福岡県川崎町）の審査員を務める。 

 毎年の行事となっているが、今期も堀江春美副理事長が三重県の小学校にて水墨

画の講習を実施。 

 綾部小学校（4 年生を対象）にて水墨画指導 

講師～梅下昭代準同人 

 3 月 26 日ベトナム「フエ外国語大学」と、ゆり日本語学校による「墨アート」を通じて

の文化交流があり、その指導に当たる。 

講師～松﨑玉惠準同人 

 6 月 21 日～23 日熊本被災地支援活動の一貫として益城町立広安西小学校、御船

中学校、滝尾小学校、熊本市くほんじこども園にて「命の一本桜」を描く事から指導 

講師～中嶋洋子準同人 

 今期三会場では、各作品を通して各々講演（ギャラリートーク）を行う。 

東京展 平成 28 年 3 月 26 日（土） 於 国立新美術館 

岡田桂山監事 「墨画について」 

京都展 平成 28 年 4 月 21 日（木） 於 京都市美術館 

石黒柏堂理事 「基本を大切に」 

大阪展 平成 28 年 5 月 1 日（日） 於 大阪市立美術館 

菊池 享理事 「これからの南画について」 

 

以上、当事業の一環である水墨・南画の普及振興と文化の発展に寄与することを以って会員

各々がその活動に従事している。 


